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D-ROMsテスト（酸化ストレス）

1.3気圧

1.5気圧

1.7気圧

1.9気圧

曝露前 曝露後

曝露前 曝露後

曝露前 曝露後

曝露前 曝露後



D-ROMsテスト（酸化ストレス）
200 ~ 300

301 ~ 320

321 ~ 340

341 ~ 400

401 ~ 500

501以上

U.CARR

高強度酸化ストレス

酸化ストレス測定値（d-ROMs）

正　常

ボーダーライン

軽度酸化ストレス

中度酸化ストレス

強度酸化ストレス

1.3気圧 1.5気圧

曝露前 曝露後 曝露前 曝露後

有意差なし（p=0.18） 有意差あり（p<0.05）

250.7±48.1 239.2±47.6 277.8±46.8 266.0±45.8



D-ROMsテスト（酸化ストレス）
200 ~ 300

301 ~ 320

321 ~ 340

341 ~ 400

401 ~ 500

501以上

U.CARR

高強度酸化ストレス

酸化ストレス測定値（d-ROMs）

正　常

ボーダーライン

軽度酸化ストレス

中度酸化ストレス

強度酸化ストレス

1.7気圧 1.9気圧

曝露前 曝露後 曝露前 曝露後

有意差なし（p=0.08） 有意差なし（p=0.25）

289.7±55.5 280.5±53.5 273.0±53.8 268.7±52.3



D-ROMsテスト（酸化ストレス）

気圧4条件において

高気圧酸素環境曝露による

酸化ストレス評価の悪化は

認められない



BAPテスト（抗酸化力）

1.3気圧

1.5気圧

1.7気圧

1.9気圧

曝露前 曝露後

曝露前 曝露後

曝露前 曝露後

曝露前 曝露後



BAPテスト（抗酸化力） 2201以上

2001 ~ 2200

1801 ~ 2000

1601 ~ 1800

1401 ~ 1600

1400以下

μmol/l

抗酸化力測定値（BAP）

最　適

ボーダーライン

抵抗力がやや不足

抵抗力が不足

抵抗力がかなり不足

抵抗力が大幅に不足

1.3気圧 1.5気圧

曝露前 曝露後 曝露前 曝露後

有意差なし（p=0.97） 有意差なし（p=0.20）

2411.9±91.4 2407.6±205.1 2319.5±215.1 2392.4±148.1



BAPテスト（抗酸化力） 2201以上

2001 ~ 2200

1801 ~ 2000

1601 ~ 1800

1401 ~ 1600

1400以下

μmol/l

抗酸化力測定値（BAP）

最　適

ボーダーライン

抵抗力がやや不足

抵抗力が不足

抵抗力がかなり不足

抵抗力が大幅に不足

1.7気圧 1.9気圧

曝露前 曝露後 曝露前 曝露後

有意差なし（p=0.47） 有意差なし（p=0.23）

2366.0±163.9 2293.4±133.7 2431.5±211.6 2356.6±164.2



BAPテスト（抗酸化力）

気圧4条件において

高気圧酸素環境曝露による

抗酸化力の変化は

認められない





気 圧 1.25気圧
酸素濃度 36%
滞在時間 50min

酸化ストレス：有意差なし

抗酸化力：有意差なし



設定気圧：1.3気圧 1.5気圧 1.7気圧 1.9気圧

理論値：27.2%    31.4%    35.5%    39.7%

実測値：27.0%    31.3%    35.3%    40.2%

先行研究（Ishihara et al.,2014）を支持し

1.9気圧40%酸素環境でも酸化ストレスの増大は

確認されなかった


